
「園芸農産物共進会」、「秋の収穫祭2022」 開催！

「消費税インボイス制度説明会」開催

11月３日、JA八千代市では「秋の収穫祭」を開催しました。当日は八千代市産の新米３種(コシヒカリ・ミルキークイーン・粒す
け)食べ比べ（先着400名様に無料配布）、豚汁、射的、輪投げ、ジュース各種、新米の販売、海鮮焼き(魚次)、キッチンカーなどの
出店が行われました。また、前日には『第40回園芸農産物共進会』が行われ、生産者自慢の選りすぐり農産物が揃いました。翌
日、出品された農産物を宝船にして展示した後、1袋500円で販売し、来場者に市内産農産物をアピールしました。

▲農産物共進会の様子

農産物共進会の審査は千葉農
業事務所と買い手側からの目線
で審査してもらうことを狙いに、
市内に食品加工工場を持ち、地産
地消に積極的に取り組んでいる
石井食品（株）にも今回初めて依
頼しました。

八千代市長賞
吉 橋　清 一  さん　( ネギ )

( 公社 ) 千葉県園芸協会長賞
蛭 間　和 明  さん　( 梨 )

第 40回園芸農産物共進会 入賞者

▲青年部の射的と輪投げ ▲アンシャンテの千本釣り ▲新米の販売 ▲魚次の海鮮焼き

▲説明を聞く組合員の皆さん

ＪＡ八千代市は、11月15日にＪＡ本店で組合員向けに「消費税
インボイス(適格請求書)制度説明会」を開催しました。
説明会は、令和５年１０月１日から予定されている消費税インボ

イス制度の導入開始に伴い、多くの組合員にも多大な影響を及
ぼすことから、概要を周知する為に行いました。　
当日の講師は当ＪＡ顧問税理士、サンシャイン税理士法人代表
社員の住田靖昭氏が務め、「インボイス制度と最近の税制改正」
について、さらに実際に提出することになる「適格請求書発行事
業者の登録申請書」の書き方について丁寧に説明しました。

指導販売課  営農顧問　内田 重夫

営　農
インフォメーション

農業講座10
「高温登熟障害に強い水稲栽培について」

～基本技術の見直し～

▲女性部の絶品豚汁♪▲長蛇の列が出来た
　農産物の販売

▲新米３種食べ比べを振舞いました

カップにおにぎり
３種を入れて配布♪秋の収穫祭 2022

近年、登熟期の気温が高すぎて品質が低下する「高温登熟障害」が全国にわたって発生し、1等米比率を下げる
大きな要因となり、米の外観品質の低下が問題となっています。
ＪA八千代市の取扱いのなか、最高気温35℃以上の猛暑日が7月～8月に記録された令和4年は、猛暑日が記録
されていない前年と比較して、主力コシヒカリの1等米比率10％低下及び出荷袋数も前年比85％、総出荷数量も
前年比96％とやや減少しており、「白未熟粒」の発生には気温以外の気象要因や土壌・栽培要因が関与している
とされています。品質低下の主な要因は乳白粒、背白粒および基白粒など、白未熟粒の混入によりますが、年によ
り傾向が異なり、日中に光合成によって生産されたデンプンが米粒にきちんと詰まりきらないため（玄米の胚乳
内のデンプン粒の蓄積が不良で粒間に隙間ができ、光が乱反射して白く見える）に米粒が白濁してしまいます。

図２　ライスピア米蔵HPより

１  白未熟粒が発生するメカニズム
玄米の外観品質において、完全粒（デンプンの粒が隙間なく詰まった状

態）、デンプンは胚乳⇒表⇒背⇒胚付近の順にデンプンが詰まっていくこと
から、それぞれ、乳白粒（白い部分が全体に及ぶ）、背白粒（背の部分のデンプ
ン不足）、基白粒（胚の近くの基部分のデンプン不足）が発生部位別に分類さ
れている。また、表１のとおりに発生要因が気象及び栽培上の誘発条件とし
てあげられています。

１）乳白粒の発生要因 
乳白粒は出穂後８～14日の平均気温が高いほど多くなりました。また、籾数が多くなるほど発生が多くなる傾向にありました

（図３）。茎葉からのデンプン供給能力以上に籾がついていると、頴花間で養分競合がおき、一時的に弱勢頴花のデンプン蓄積が不十
分となり、乳白粒が発生すると考えられます。さらに、高温条件では玄米の生育が速く、養分競合がより大きくなると考えられます。
また、乳白粒の発生要因として台風通過に伴う乾風も影響します。
２）背白粒及び基白粒の発生要因 
背白粒及び基白粒の発生は、出穂後1～14日の平均気温が27℃以上で、出穂期の止葉の葉色が淡く、玄米蛋白質含量が低くなる条

件で多発しました（図４）。登熟後期にデンプンの蓄積が行われる玄米背部及び基部の白濁化は、登熟初中期の高温により登熟後期の
籾のデンプン供給能力が減退することが原因と考えられ、この能力維持には窒素栄養が重要な働きを担っていると考えられます。

表１　白未熟粒発生の要因

基白粒 背白粒 腹白粒 乳白粒

登熟初期の
高温

登熟初中期の
高温

登熟中期の
高温

登熟後半の
倒伏

着粒数過多･
倒伏

心白粒

登熟初期の
高温

着粒数過多･
倒伏

栄養凋落
（不足）

栄養凋落
（不足）

気象要因

栽培要因

図１　玄米の外観品質(農林水産省HPより)
完全粒 乳白粒 基白粒 腹白粒 背白粒

図３
出穂後８～14日の平
均気温及び籾数と乳
白粒発生率の関係   
（三重県農業研究所）

玄米蛋白質含量（％）㎡籾数

図４
出穂後１～14日の
平均気温及び玄米蛋
白質含量と背白＋基
白粒発生率の関係
（三重県農業研究所）
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